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1．間題設定
　1980年代以降の日本は「経済のソフト化」が進展しつつあるといわれてい
る。ソフト化する日本経済は，一方において産業構造において「サービス産
業」の著しい発展が見られ，他方において消費構造において「サービス支出」
が増大するとともに「財貨支出内のソフト化」が生じてくる（〔1〕）ので，
「サービス化経済」（〔2〕），「サービス・エコノミー」（〔3〕）等と
呼ばれるようになってきている。
　サービス支出増大の象徴的出来事の一つが，「レジャー支出」の急激な増
大であり（〔4〕），東京ディズニーランドの大変な人気（〔5〕）と海外
旅行の急成長であろう。
　本稿は，急成長してきた日本人の海外旅行を取り上げ，その需要者層の内
で牽引車的役割を果たしてきた若年独身O　L，新婚夫婦，大学生の消費の仕
方の共通性を探り，その共通性がなぜ生じてきたのかの仮設的解答の糸口の
発見をその目的とするものである。
2．海外旅行成長のマクロ的要因
　〔4〕によれば，余暇活動参加希望上位第1位は国内旅行であり，第4位
が海外旅行であった。今日のバブル崩壊後の「唯一の成長産業」というオー
バーな表現（〔6〕）をする人もいる程，旅行ビジネスは堅実な成長を続け
ている。1991年度の海外旅行の販売額は，3兆1，870億円と湾岸戦争の影響で
前年比3．4％減となり，企業毎のシェアは，JTB14．7％，近畿日本ツーリ
スト7．4％，日本旅行4．5％，日本通運4．0％，ジャルパック3．3％，東急観光
2．9％，その他63．2％であった（〔7〕）。大蔵省調査（〔8〕）によれば，
1992年度1～7月の間に海外旅行者数が急回復し，旅行赤字額は前年同期比
30．1％増の135億8，400万ドルにのぼった。
　日本における海外旅行の歩みは次の通りであった。「海外旅行元年」と言
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われ観光目的の出国が許された昭和39年の海外旅行者は12万7，000人であっ
たが，年々増加し昭和44年には観光目的渡航者が業務渡航者を初めて上回っ
た（〔9〕，　〔10〕）。その後も順調に増加し，昭和53年350万人，昭和59
年465万人（〔10〕），昭和63年に840万人（〔9〕）と伸び，平成2年（1991
年）に1，000万人を突破した（〔11〕）。　〔12〕によれば1990年度の旅行赤
字は213億5，000万ドルにのぼり，貿易収支黒字額639億ドルを減少させるの
に大きく貢献していた。
　海外旅行の最近の成長の要因としては次の4つをあげうるであろう。
〔1〕個人所得の大幅な増大
　個人所得の大幅な増大は，1986年から1991年上期まで「平成景気」といわ
れる好景気が続き（庄’），その好景気の中で人手不足が深刻化し（仕2），①初任給
が大幅に上昇し，②給与の上昇とボーナスの増額が続き，③所定外労働時間
（残業）が増加し，時間外手当が増加したことの相乗効果によってもたらさ
れた。
〔2〕円高の進行により海外旅行のコストが相対的に低下したこと。
〔3〕日本独特の割安なパック旅行が存在していること（注3）。
〔4〕格安航空券が市民権を得て大手旅行代理店も正規に扱うようになり，
旅行コストが低下したこと（〔13〕，〔14〕，〔15〕）。
3．海外旅行成長の3つの牽引役
　平成景気と人手不足の中での所得の上昇に伴なう旺盛な個人消費支出は，
マスコミによって「消費新時代」（〔16〕），「艶やかな消費」（〔18〕），
「豊熟消費」（〔19〕），「貴族的消費」（〔20〕），「平成消費」（〔21〕）
等，様々な名称が付与される程注目度の高い社会現象であった。
　そのような旺盛な個人消費支出の中で，海外旅行支出を急速に増大させた
主体として，①若年独身O　L（庄4〉，②新婚夫婦，③大学生の3種が考えられ
る。3種の主体がどのような仕方で旅行費用を調達しているのかを次に考察
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する。
3－1　若年独身O　L
　柳川高行〔1992〕（〔22〕）が論じたように，現代日本では様々な要因が
重なり合って「晩婚化」と「非婚化」とが進行しつつある。この事は取りも
直さず独身ビジネスマンと独身O　Lとを相対的にも絶対的にも増加させずに
はおかず，「独身貴族」と呼ばれる彼らは文字通りその収入のかなりの部分
を自分の為に使用できる人々である。
　三和銀行調査（〔23〕）によれば，独身サラリーマンと独身O　L各600人
の平均的プロフィールは次の通りである。1ヶ月の平均収入と支出とは，独
身サラリーマンが20万900円と18万4，750円であり独身O　Lは15万2，300円と15
万1，700円である。平均貯蓄高はサラリーマンが181．8万円，O　Lが186．7万
円である。O　Lの方が相対的に使いっぷりがよく貯蓄も多い。海外旅行経験
に関しては，独身サラリーマンの平均が1．3回であるのに対し独身O　Lは1．9
回であり若年独身O　Lの海外旅行志向の強さがよく分かる。
　若年独身女性の旺盛な海外旅行熱は，新婚カップル739組を対象とした日
本航空調査（〔24〕）によっても明らかである。夫の45％と妻の54％が既に
海外旅行経験があり，30才以上に限れば夫の50％に対し妻が74％であった。
　若年独身O　Lの海外旅行志向は，大都市圏の20代独身O　L282人を対象と
したポーラ文化研究所調査（〔25〕）によっても明瞭である。海外旅行経験
者は63．8％であり，25才以上の場合は80％であり，その内複数渡航経験者は
58．4％にのぼる。彼女達の今最もしたいことの第一位は旅行，それも海外旅
行であり39％を占めていた。
　25～35才の独身男性の平均小遣いは類は，月10万であり同年代の既婚男性
の1．5倍であるというデータ（〔26〕）又，未婚O　Lの年間平均可処分所得
は200万円近いというデータ（〔27〕）も存在しているが，旅行消費を始め
とする旺盛な個人消費をリードしてきた若年O　Lは「真性Hanako」（〔28〕）
或いは「お嬢様O　L」（〔29〕）と呼ばれるO　L達である。大和銀行調査
一60一
（一宮春子）（〔28〕）によれば，独身女性＝消費の主役＝Hanakoと一般に
一くくりにされがちであるが，東京都内に住む17万人は生活費で給料が無く
なる「見かけHanako」が4人に1人の割合である。寮又間借りに住む3．4
万人の内の一部は企業が社宅を提供する「企業お抱えHanako」である（圧5）。
残り3／4弱が，親付き・家付き娘の「真性Hanako」であり，彼女達は食料
費・住居費・光熱水道等生活費を出費せずに済むので「見かけHanako」よ
りも月5万円の余裕金がある。さらに同調査によれば3種のHanako達す
べてが「親からの小遣い」をもあてにした消費生活をしている。日経流通新
聞の消費者調査（〔30〕〉によれば，独身O　Lの間では母親から借りる，利
子無し・督促無しの「マミーズローン」が常態化していることが明らかにさ
れている。
　「真性Hanako」達は，生活費を負担せず，両親からの借金を当てにして
潤沢な資金を有しているが，彼女達の旺盛な消費活動を支えているもう一つ
の「魔法の杖」は「クレジットカード」である（注6）。〔23〕によれば，独身
サラリーマンとO　Lのクレジットカードの平均使用枚数は，それぞれ2．4枚，
2．O枚であった。日本信販の調査（〔31〕）によれば，減少傾向にあったク
レジットカード所有者が， 海外旅行ブームで再び増加傾向に転じ，海外旅行
でのクレジットカードの利用率は1989年の42％から1991年の52％へと増加し
ている。〔32〕によれば金離れのよい男性独身者の消費行動を支えているも
ののひとつにクレジットカードが考えられ，〔21〕によれば20代独身O　Lの
商品購入の主要ッールはクレジットカードである。若年独身O　Lはクレジッ
トカード利用で浮いた資金を海外旅行支出に振り向けることができるのであ
る。
3－2　新婚夫婦
　三和銀行調査（〔33〕）によれば，470組の新婚カップルの内，海外新婚
旅行が82．3％，国内旅行は13．6％であった。1992年のJ　T　B調査（〔34〕）
によれば，約2，200組の新婚旅行申し込みカップルの内，海外旅行は93．3％
一61
であり平均費用は83万4，000円であった。ビッグブライダルの1991年の調査
（〔35〕）によれば，1，036組の新婚カップルの内ハネムーン実施カップル
は93．8％で，海外旅行カップルは84．5％であり平均費用は131万9，000円であっ
た。先の三和銀行調査（〔33〕）によれば，1991年の結婚総費用（結納金・
結納返し含まず）は768．5万円であり，夫の69．8％妻の74．0％が親の援助を
受けていた。親の援助の平均額は309．9万円であった。
　このように豪華な海外新婚旅行ブームを支える大きな要因は，親からの
「生前贈与」でありまさに「親がかり消費」だと言えよう。
3－3　大学生
　大学生専門の旅行会社「地球倶楽部」の調査（〔36〕）によれば，1992年
の大学卒業予定者の30％近くが記念旅行に出かけ，その内3人に1人が海外
に出かける予定であった。
　財団法人日本交通公社の調査（〔37〕）によれば，1990年の海外旅行客1，
000万人の内約3％が学生旅行であり，1人当りの費用30万円として900億円
の市場規模があると推定している。
　日経流通新聞の記事（〔38〕）によれば，1990年の大学・短大卒業予定者
64万人の内15～20万人が海外卒業旅行へ出かける。全国大学生活協同組合連
合会によれば平均費用は50万円であった。同記事は20万人が50万円使うと仮
定して1，000億円の市場があると推定している。同記事はさらに，学生の海
外卒業旅行の費用の調達方法としては，①親の援助を受ける，②アルバイト
で稼ぐ（副，③ローンを利用する（全体の内ローン利用者は20％である），
の3つの方法があることを指摘している。大学生協東京事業連合の調査
（〔39〕）によれば海外旅行費用を自前で調達した学生の割合は38％，親
から一部援助を受けた学生27％，100％親からの援助のみの学生21％，借金
した者6％であった。
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4．結　過剰消費と親がかり消費
　海外旅行の急成長の要因分析を通して明らかになったことは，海外旅行消
費の大きな担い手である「若年独身O　L」，「新婚夫婦」，「大学生」のい
ずれもが，親からの援助，クレジットカードの利用，大学生の場合のアルバ
イト収入を不可欠とする，言わば「身の丈を越えた」消費行動，「過剰消費
（over－consumption）」を行なっているという事実である。このような過剰消
費を可能にしているクレジットカードについては（注6），大学生のアルバ
イトについては（注7）で論じたが，彼らの過剰消費行動を必要にしている
要因は，デューゼンベリー（James　Duesemberry）の仮説である「デモンス
トレーション効果（demonstration　effect）」によって説明可能であると思わ
れる（仕8）。
　本資料において明確になった，究明されるべき課題について最後に触れて
おくことにする。若年独身O　L，新婚夫婦，大学生と言う3種の経済主体の
過剰消費行動に見られる現象は，親という「パトロン」が，大学生は当然と
しても，有職で収入・貯金もあるO　L又新婚夫婦にも多額の「贈与」を行な
うことであり，さらに注目すべき事は，贈与を「あたりまえ」と考え，「親
がかり消費（parent－patronized　cousumption）」を「当然」と受け止めてい
る事実である（仕9〉。問題は，近年になって何故に親はごく当り前の行為とし
て大金を贈与し，子は活として恥じることなく受け取るようになったのか，
という事実である。
　この問題を解く場合に，少子化と親の所得水準の上昇という事実に加え，
「新しい親子関係」，「新しい家族関係の形成」の可能性を考えうると思わ
れる。「親がかり消費」を解く有効な概念として，精神医学者斎藤学の提示
する「共依存（co－dependency）」がある（〔40〕）が，この問題に対する解
答を筆者はまだ持ち合わせていない。他日を期すことにしたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（雛謂盟離）
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（付記）
　本稿はまず「柳川研究室descussion　paper　No．8」として執筆され，後に
加筆修正して成立したものである。「親ががり消費」の英訳に関しては，白
鴎大学教授大瀧真氏のご教示（1992年9月16日）を得た。記して深謝致しま
す。デモンストレーション効果については，柳川ゼミ3回生岡安良君のご教
示（1992年9月17日）を得た。記して感謝致します。原稿のワープロによる
清書は，白鴎大学ビジネス開発研究所の大沢加奈子さんの助力を得た。記し
て感謝致します。
（注1）　「平成景気」は「いざなぎ景気」（1965年～1970年の57ヶ月間）を越えて戦後最
　　長の好景気になるか（〔41〕，〔42〕）と言われた程の大型景気であったが，ある
　　説によれば1986年12月から1990年12月まで続いたと言われている，（〔43〕）。
　　　平成景気については，さらに〔44〕，〔45〕，〔46〕，〔47〕，〔48〕を参照の
　　こと。
（注2）　好景気の下の人手不足は，1989年からいわゆる3K労働又外食産業を始めとして
　　深刻化した。このことに関しては，〔49〕，〔50〕，〔51〕，〔52〕，〔53〕を参
　　照のこと。
　　　労働力不足を象徴的に示すのが，新入社員のリクルート効果を狙った独身寮と在
　　職者の為の社宅建築ブームであった。このことに関しては，〔54〕，〔55〕を参照
　　のこと。
　　　労働力の不足を象徴的に示すのが外国人労働者問題，特に出稼ぎ日系ブラジル人
　　の問題である。この点に関しては，〔56〕，〔57〕，〔58〕，〔59〕，〔60〕，
　　　〔61〕，　〔62〕を参照のこと。
（注3）　パック旅行は，昭和40年日本航空より初の海外団体旅行「ジャルパック」として
　　売り出された。大卒初任給が2万円そこそこの時代にヨーロッパ16日間の旅は67万
　　5，000円であった。〔63〕を参照のこと。
（注4）　海外旅行の需要層の最大のグループは，企業がその費用を負担する「職場旅行」
　　　と「研修旅行」であり，業界の推定によれば1991年度で20万人近くが海外に出かけ
　　ている。これは「企業がかり消費」（company－patronized　consumption）」と呼ぶこ
　　　とができ，日本的雇用慣行のひとつである「企業内福利厚生」の間題である。〔64〕
　　を参照のこと。
（注5）社宅に住む社宅族のちょっぴりリッチな消費行動については，〔65〕を参照のこ
　　　とQ
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（注6）　〔66〕によれば，1991年3月末のクレジットカード発行枚数は，1，869万枚にの
　　　ぼり，信用市場の規模は，1990年に19兆3，776億円に成長しており，1980年の4．25
　　倍に拡大している。販売信用と消費金融の割合は逆転し，1990年の消費者金融の割
　　合は約69％であった。1991年のクレジットカードのシェアは図1の通り（〔67〕）
　　であり銀行系カードのシェアが極めて大きい。
　　　　　　　　　　図1　　　　　　　　　近年クレジットカードの過剰利用による
91年度のクレジットカード取扱高シェア
　　ジェ＿シ＿ピ＿　　　日本信販（▲O．1）
　　　　　　　　　住友クレジット
　　　　　　　　／　　　サービス
　　　　　　13，6（0．3）！∫
　　　　　　　γ乏その他　　　　　　　10・1（0・4）
6L6（▲0・6）％　’1．1㌧．
　　　　　　　　二73．9r
　　　クレディ・セゾン
　　　　　3．8（▲0．2）
（朶孝桑礫駿灘率）芳ゴ而
（注7）
者ローン残高は1988年末で3兆4，456億円で，
通り急増している。カードによる個人破産者の急増とその半数が20代であるという
最近の現象の背後には，カード会社の「過剰融資（over－financing）」と利用者の
「過剰借入れ（over－borrowlng）」による「過剰消費（over－consumptlon）」行動が
存在していると解される。
　学生アルバイトの実態については2つの調査がある。
　学生援護会の調査（〔74〕）によれば，大学生のアルバイト経験率は91．6％で1
日当りの平均アルバイト時間は，4．1時問であった。
　全国大学生協同組合連合会の調査（〔75〕）によれば，1991年4月～9月の半年
間にアルバイトに就労経験のある大学生は84．5％にのぼり，半年間のアルバイト収
入の平均は25万4，000円であった。
　大学生が長時間アルバイトすることを可能にしている要因には2つがある。ひと
つ目は「可処分時間」の多さである。
　『平成3年青少年白書』　（〔76〕）によれば，平日の平均学習時間は，小学生7
時間19分，中学生9時間8分，高校生8時間6分，大学生4時間55分であった。
　大学生の学習時間の極端な少なさの原因は，大学入学後の目標喪失感に伴う学習
意欲の低下と学生の怠惰が考えられるが，それ以上に日本の大学（特に文科系の大
学）には，アメリカの大学とは異なり，大学生を強制的に勉強させる仕組みが構造
的に欠けており，教員の側にも学生を勉強させずに置かないような講義の仕方をし
ている人は少ない点に求められる
　アメリカの大学生がどれ程勉強しているのか（させられているのか）に関しては，
個人破産者の数が急増しており（〔68〕，
〔69〕，　〔70〕，　〔71〕，　〔72〕），その
理由としては，カード利用者側の①ぜいた
く消費，②クレジットカードのシステムに
関する知識の乏しさ，景気における③バブ
ル経済の崩壊，信用供与者（カード発行者）
の④与信管理システム整備の遅れと，⑤平
成景気下の与信基準の緩和による大量のカー
ドの発行，等が考えられる。〔73〕によれ
ば，都市銀行の個人向けローンの内，消費
　　1年前の2．2倍，3年前の6．2倍と文字
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　　例えば〔77〕を参照のこと。
　　　日本の大学教官は，極めて講義に関心が薄いことは，アメリカ留学の経験のある
　　人々がよく指摘することである。このことに関しては，例えば，〔78〕，〔79〕を
　　参照のこと。
　　　大学生の長時間アルバイトを可能にしているもうひとつの要因は彼らのアルバイ
　　　トを不可欠の要件とする「職種」の存在である。その第一は，教育最優先社会日本
　　に独特のアルバイト職種である「家庭教師・塾講師」の存在である。学生援護会の
　　調査（〔74〕）によれば，1989年すべての大学生のアルバイトのNO．1は家庭教師
　　　・塾講師であった。職種の第二は，大学生と高校生のアルバイターを必要不可欠と
　　するばかりでなく，彼らを必要労働者の中の圧倒的部分とする業態である「ファミ
　　リー・レストラン，ファーストフード，コンビニエンスストア，居酒屋」等のサー
　　ビス業の隆盛である。先の学生援護会の調査によれば，1990年度からNo1のアルバ
　　イト職種は「ウェイター・ウェイトレスなどのサービス業」になった。
　　　日本がなぜ教育最優先社会となったのかに関する筆者の見解については，〔80〕
　　を参照のこと。
　　　日本における学習塾市場の現状に関しては，〔81〕，〔82〕を参照のこと。
　　　学生がアルバイトを必要としている理由は，レジャー・娯楽を生活の必需品化し
　　ている彼らのライフ・スタイルと，特に自宅外学生の生活水準低下への強い「歯止
　　め志向」である。前者に関しては，先の全国大学生活共同連合会調査（〔75〕）に
　　よれば，アルバイト収入の使い途は多い順に，①レジャー・旅行，②生活費のゆと
　　　り，③サークル費，④生活の維持，⑤衣料費・バック代，等が挙がっていることか
　　　ら明らかなように「ワンランクアップ」の豊かな学生生活を彼等は求めている。そ
　　の象徴的な所有物が車であり，その維持費（月20，920円）は，本代（月5，180円）
　　　よりはるかに多い。後者の生活水準低下への歯止めは自宅外生の住居が一昔前の狭
　　い下宿から広い・バス付き・冷蔵庫・給湯設備・電話機所有の生活が現在は一般化
　　　していることに明瞭である。かってのような清貧に甘んじる学生生活ではない豊か
　　なカレッジライフを享受する為には，アルバイトは必需品化しているといえよう。
（注8）　デモンストレーション効果とは，人々の消費態度が周囲の，同一所得階層に属す
　　　る人々の平均的消費態度にも大きく左右されるという効果のことである。このこと
　　　に関しては，〔83〕を参照のこと。
（注9）筆者の経験したエピソードをひとつ紹介しよう。1990年の秋ゼミナール終了後に，
　　地元企業に就職が決まり親元から通勤する予定の男子学生に，筆者が何気なく「給
　　料のうち何万円位家に出すのか」を聞いたところ，「1円も出しません」との答え
　　が返ってきた。重ねて「なぜ出さないのか」と聞くと，「みんな出していませんか
　　　ら」との答えがあり，旧人類の筆者は唖然・呆然するばかりであった。
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